
小広組監公告第２号

令和６年１１月２８日 

 

 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき監査を実施したので、同条第９項

の規定により、その結果を下記のとおり公表する。 

 

 

小山広域保健衛生組合 

監査委員 舘野 治信 

 

小山広域保健衛生組合 

監査委員 坂口 進治 

 

 

１ 監査対象 総務課、政策課、施設課 

 

２ 監査期日 令和６年１１月２０日（水） 

 

３ 監査の方法 定例監査資料及び関係諸帳簿及び証ひょう書類と照合点

検を行い、必要に応じ関係職員の説明を聴取し、その執 

行状況から財務に関する事務の効果と適法性について監

査を実施した。 

 

４ 監査の結果 小山広域保健衛生組合の財務に関する事務の執行及び経 

営に係る事業の管理については、概ね適正かつ効果的な 

ものと認められた。 

 

５ 講 評 定例監査資料及び関係帳簿、証ひょう書類に基づき各所 

          属長から詳細に説明を受け、その内容について確認、検 

          証を行った。 

予算の執行状況については、歳入、歳出ともに予算に 

基づき順調に執行されており、業務執行に当たっては 

正確であると認められた。また、施設の管理運営に 

ついては、各施設の役割を認識し、安全で効率的な維持 

管理がされており、周辺の環境にも注意を払われている 



ことを確認することができた。 

当組合の財政状況は、大部分の財源が構成市町の分担金 

であり、各市町の財政状況も厳しい状況が続くものと予 

測されるが、老朽化した施設の補修、維持管理に係る委 

託料、第２期エネルギー回収推進施設の建設に係る費用 

など、多額の財源を必要としている状況である。 

懸念事項は災害事故などの発生であり、リスクマネジメント 

として業務従事者の安全の徹底、そのための安全教育の実 

施をお願いしたい。 

今後も当組合を取りまく財政状況は、逼迫したものとな 

るが、職員においては、構成市町の住民の負託に応える 

よう効率的で効果的な業務の執行を切望し講評とする。 

 

 


